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１.ランダム効用モデルの復習 

• 選択ルール：効用最大化 

-個人nは選択肢Cnのなかでもっとも効用の大きい選
択肢を選択する。 

• 効用： 
 

 Vin：観測可能な変数によって表現された効用 
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１.ランダム効用モデルの復習 

• 選択確率 

 

 

 

• 選択肢2つの場合 
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ε2-ε1を変数とする1変数累積分布関数になる。 
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誤差項は確率
分布を成す． 



２．２つ以上の選択肢への拡張 

• 選択肢集合Cn : Jn 選択肢, Jn≧２ 
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２．２つ以上の選択肢への拡張 

• 例えば， 

 選択肢集合Cn ={1,2,3}∀n 

 

 

 

 

 
 

 

• ε= (ε1 , ε2,…, εJ ）に対する（同時）確率分布の仮定によって
選択行動モデルは異なる。 
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３．プロビットモデル 

• プロビットモデル：εが多変量正規分布に従う、つまり、 

 

 

ここでΣは分散-共分散行列で、 

 

 

 

 

である。 

• プロビットモデルの性質 

-柔軟な代入パターン？(flexible substitution pattern) 

-ランダムな係数に拡張（ランダムな異質性を考慮できる） 
-連続的に相関関係のあるパネルデータに使える。 
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誤差項が平均0で，

共分散行列に従うと
する． 



３つの選択肢を持つプロビットモデル 

• モデル： 
 

 

• 選択肢1との効用の差 

 

 

• 選択確率 
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３つの選択肢を持つプロビットモデル 

• 一般的な場合の選択肢1を選択する確率は 
 

 

 

 

 

•        

   

 ：平均値0で分散-共分散マトリックスΣの多変量正規分布 

 

 













Jnnnn nn VVVV VV

n dqqnP
121 31

),0;()1( 

)0;( qn

J-1次元積分 



• 選択肢集合： 

 

      

 

 

 

 

４．ロジットモデル 
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５．ロジットモデルの性質 

• IIA特性：相関のない選択肢からの独立 
(Independence from Irrelevant Alternatives)      

 

 

 

• オッズ比： 
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• 重複するセグメントを持つ経路選択 
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５．IIA特性の例 



• 同等の効用を持つ乗用車とバス 

 

 

 ここで、現状のバスと塗装以外まったく同質な、新し
いバスサービスの導入を考える。 

 
ロジットモデルによると、 

 
であるが、直観的には、 
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５．赤バス-青バス問題 



• 母集団を同じ大きさの２つの集団に分割する。一方は自家用車
を好み、一方は公共交通を好む。 

• 青バス導入前の各交通手段のシェア 

 

 

 

 

• 青バス導入後（自家用車と赤バスの利用確率の比は変わらな
いとする） 
 

 

 

 
 

→Nested Logit Modelの必要性。 

集団 自家用車利用率 赤バス利用率   

自家用車を好む 90% 10% P(auto)/P(red)=9 

公共交通を好む 10% 90% P(auto)/P(red)=1/9 

合計 50% 50%   

集団 自家用車利用率 赤バス利用率 青バス利用率 

自家用車を好む 81.8% 9.1% 9.1% 

公共交通を好む 5.2% 47.4% 47.4% 

合計 43.5% 28.25% 28.25% 

５．IIA特性と集団 



•     =同時生起確率:従属変数と独立変数の密度 

  x（ex.男女、学歴etc.）のとき、選択肢iを選ぶ 

• 離散選択モデル： 
 

–     ：選択モデル（iは離散的） 

–     ：集合におけるxの密度（ｘは連続または離散的） 
 

• 判別分析： 
–     ：iによって定められる部分母集団におけるxの確率分布 

    たとえば=N(μi, Σ)  
 

–     あ 
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全体で選択肢i

を選ぶ確率 

選択肢iを選択した人が、
xという母集団に属し
ている確率は？ 



•    と   が与えられたとき、   は以下のようになる。 

 

 

 

 

 

 

•          のときは、 

)( xiP)( ixQ )(iw




j

jwjxQ

iwixQ

xf

iwixQ
xiP

)()(

)()(

)(

)()(
)(








j

jwjxQ

iwixQ

e

e
)(ln)(ln

)(ln)(ln

),()(  inixQ 








j

Xaj

Xa

j

ii

e

e
xiP

'

'

)(




６．判別分析 


